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Monday, 9 February 2026 19:00
TOPPAN HALL

19:00開演

全席指定  6,500円
U-25  3,000円

2/9 2 02 62 02 6
［月］

発売：9月17日水
［会員：9月13日土］

mit
ティル・フェルナー piano

毛利文香　田原綾子　笹沼 樹

トリオ・リズルTrio Rizzle &  郷古廉
Sunao Goko violin

シューベルト
ヴァイオリンとピアノのためのソナタ ト短調 D408［郷古 &フェルナー］
 Schubert: Sonate für Klavier und Violine g-Moll D408

マルティヌー
弦楽三重奏曲第1番［Trio Rizzle］
 Martinů: Streichtrio Nr.1

ドヴォルジャーク
ピアノ五重奏曲 イ長調 Op.81
 Dvořák: Quintett für Klavier, 2 Violinen,
                   Viola und Violoncello A-Dur Op.81
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　じっくりと数年かけて限られたレパートリーと向

き合い作品を味わい尽くす。そうして汲み取った作

品の魅力を、彫琢の限りを尽くし丹念な表現で聴き

手に届ける。真の職人の作品のような手触り感こそ

がティル・フェルナーの魅力だ。近年はそこに教授

活動で得た柔軟さや視野の広がりも加わり、人とし

て、またピアニストとして幅と深みが増してきた。

そんなフェルナーが「TOPPANホールで室内楽を

やってもいいよ」と言ってきた。リートを除くと彼

の室内楽というのはたしか初来日時、アルバン・ベ

ルク四重奏団と共演した1998年までさかのぼるの

ではないだろうか？　あれは私にとってはフェル

ナー初体験だった。端正で清潔感のある（そして

ちょっぴり神経質な）音楽を奏でる青年が、地元

（ウィーン）の大先輩に推挙されて共演しているよ

うな雰囲気だったことを記憶している。そのわりに

は意外とも思えるほど頑固さを備えた、しっかりし

たピアニストのピアノだったはずだ。

　フェルナーの提案を受け、彼の限られたレパート

リーリストを睨みながら、プログラムとそれにふさ

わしい共演者を考えるのは、楽しくもあり苦しく

もある。熟慮の結果、TOPPANホールが誇るTrio 

Rizzleの面々と、近年忘れがたい名演をホールに刻

む郷古廉とを共演者に迎えてプログラムを作った。

一時はウィーンに学んだ郷古とはシューベルト（と

ドヴォルジャーク）を、Trio Rizzleとは、ウィーン

にいると非常に近く感じるドヴォルジャークやマル

ティヌーの音楽を組み合わせてみたが、いかがだろ

う？　奇しくもドヴォルジャークはかつてアルバ

ン・ベルクQとも共演した作品。若き日に彼らの薫

陶を受けたフェルナーは、日本の精鋭たちとどんな

音楽を、インティメットな会話を交わすのか。間近

で目と耳を大きく開いて確かめてみたいコンサート

だ。

              プログラミング・ディレクター　西巻正史
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Till Fellnermit
Trio Rizzle &  郷古 廉
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